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石川町行政評価の指針 

目  的 
～どうして～ 

評価対象 
～なにを～ 

反  映 
～どう使う～ 

評価手法 
～どんなふうに～ 

公  表 
～どう知らせる～ 

実施主体 
～だれが～ 

項 目 

標
準
的
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン 

【平成２７年度】項目の内容（以下の内容で評価を実施） 

成果志向の行政活動の実現 効率性の高い行政活動の実現 みんなにわかる行政活動の実現 

総合計画の「施策の大綱」に基づ

き、その進捗状況と達成状況を把

握し、成果を意識した行政活動 

目標とする成果と投入資源（人

や金）とのバランスを意識した

効率的な行政活動 

行政活動の進捗や達成状況を町

民に公表、説明。町民への説明

責任を意識した行政活動 

事務事業 施策（３６施策） 

評価 

 ２つの視点 

・〈貢献度〉（施策目的への貢献度） 

・〈効率性〉（投入資源と結果、成果の点検） 

 

評価と検討 

 ２つの視点 

・数値目標の達成状況の点検 

・重要度満足度調査結果の検討 

 

マネジメントサイクルの導入⇒〈事業の内容・目標の明確化〉〈事業⇔施策の関連を明確化〉 

計画策定（PLAN）→事業実施（DO）→事業評価（CHECK）→改善策の検討（ACT） 

担当課：事業、施策それぞれの評価シートの作成 

⇒一次評価（課長）⇒総合評価 

自己評価 

・前 年 度（H２６）事業・施策の評価 

・当該年度（H２７）の進捗確認 

  ↓ 

・次 年 度（H２８）実施計画への反映 

   ↓ 

・次 年 度（H２８）予算編成への反映 

実施計画と予算編成へ 

議会へ報告 

評価結果、検討結果について報告 



 

 

 

 

 

【行政評価・実施計画のサイクル】 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月  

従
来 

             

導
入
後 

             

石川町行政評価の指針 

【n 年度】事業実施 

【ｎ＋１年度】 
・実施計画作成 

【ｎ＋１年度】 
・予算編成 

【ｎ－１年度】 
・成果概要書 

【ｎ＋１年度】 
・予算編成 

 
 
【ｎ－１年度】 
・成果概要書 

 
【ｎ－１年度】 
・評価・改善 
   ↓ 
【ｎ＋１年度】 
・実施計画作成 

【ｎ－１年度】 
・評価公表 



 

 

 

 

 

 

石川町行政評価の指針 

評価対象・評価手法 
～なにを～・～どんなふうに～ 

◆対象と単位 

予算との連携を図るため、原則予算の事業区分を基本

として、その全部又は事業の中の一部を事務事業の評価

単位とする。 

◆評価項目 

貢献度、効率性の二つの視点から評価を行う。 

 〈貢献度：３項目〉 

 事業が、上位の「施策」、「施策の概要」の実現に結び

ついているか等 

 〈効率性：３項目〉 

成果を維持しながらコストを削減できないか等 

◆活用 

事務事業を点検し、今後の方向性、改革改善への取り組

みを検討する。 

◆対象と単位 

 総合計画の「施策」を基本として施策の評価単位とす

る。 

◆評価項目  

数値目標（新たな成果指標を含む）、重要業績評価指標

の二つの視点から検討を行う。 

 〈数値目標〉 

 総合計画に掲載したＨ３０の目標数値の進捗状況を

点検する 

 〈重要業績評価指標：KPI〉 

 目標数値実績を基に事業の妥当性、方向性を検討する 

◆活用 

 施策の評価点検を行うことで、事務事業の内容、手法

等の見直しや改善策の検討へ反映させる 

事務事業 施策（３６施策） 


